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広報すみた　平成16年７月25日（２）
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「
森
林
・
林
業
日
本
一
の
町
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
本
町
は
、
環
境
省
の
「
環
境
と
経
済
の
好
循
環
の

ま
ち
モ
デ
ル
事
業
」
の
対
象
地
域
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
後
三
年
間
に
わ
た
り
三
千
五

百
万
円
の
事
業
を
行
い
、
こ
の
う
ち
交
付
金
と
し
て
九
千
二
百
五
十
万
円
、
委
託
金
と
し
て
千
四
百
七

十
万
円
の
計
一
億
七
百
二
十
万
円
が
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

事
業
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
モ
デ
ル
事
業
は
、
環
境
を
良

く
す
る
こ
と
が
経
済
を
発
展
さ
せ
、

経
済
を
活
性
化
す
る
こ
と
に
よ
り
環

境
も
良
く
な
る
よ
う
な
、
環
境
と
経

済
の
好
循
環
を
実
現
し
、
そ
の
取
り

組
み
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
、
本
年

度
か
ら
三
ヵ
年
で
実
施
す
る
も
の
。

国
か
ら
の
委
託
に
よ
る
ソ
フ
ト
事
業

を
行
う
ほ
か
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
を
削
減
す
る
た
め
の
ハ
ー
ド
整
備

に
必
要
な
経
費
の
一
部
が
国
か
ら
交

付
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
四
月
に
全
国
か
ら
提
案
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
二
十
七
件
（
大
規

模
自
治
体
十
三
件
、
小
規
模
自
治
体

十
四
件
）
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

有
識
者
に
よ
る
選
定
評
価
委
員
会
が

こ
れ
を
選
定
し
、
本
町
を
含
む
十
一

市
町
村
（
大
規
模
自
治
体
六
つ
、
小

規
模
自
治
体
五
つ
）
が
対
象
地
域
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

���������
��������	

・事業内容の検討、推進

�������

　

本
町
は
こ
れ
ま
で
、
豊
富
な
森
林

資
源
を
背
景
に
、
育
林
か
ら
木
材
生

産
、
流
通
、
加
工
、
住
宅
販
売
ま
で

の
、
い
わ
ゆ
る
「
川
上
か
ら
川
下
ま

で
」
の
林
業
循
環
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
よ
り
一
層
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
近
年
取
り
組
み

始
め
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
を
組
み
入
れ
、
環
境
保

全
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た

め
実
施
し
ま
す
。
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事
業
計
画
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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（
平
成
十
六
年
度
〜
十
八
年
度
）

　

町
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
者
な
ど
で

構
成
す
る
「
森
林
・
林
業
日
本
一
の

町
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し

ま
す
。
事
業
内
容
を
検
討
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�（

平
成
十
六
年
度
）

　

木
工
団
地
に
導
入
す
る
木
屑
焚
き

ボ
イ
ラ
ー
と
、
園
芸
ハ
ウ
ス
実
証
施

設
、
発
電
施
設
の
規
模
や
事
業
費
な

ど
を
検
討
し
、
事
業
実
施
計
画
を
策

定
し
ま
す
。
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（
平
成
十
六
年
度
〜
十
八
年
度
）

　

木
質
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
普
及

を
推
進
す
る
た
め
、
ス
ト
ー
ブ
の
利

用
体
験
発
表
や
ス
ト
ー
ブ
の
展
示
な

ど
を
含
め
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

ま
す
。

　

ま
た
、「
森
林
（
も
り
）
の
科
学
館
」

構
想
を
具
現
化
す
る
た
め
、
体
験
教

室
の
開
催
や
学
習
資
料
の
作
成
、
森

林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座
の

開
設
な
ど
に
よ
り
、
森
林
・
環
境
学

習
を
推
進
し
ま
す
。
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��補助支援
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・森林整備の推進
・森林認証の普及推進
・「森林（もり）の科学館」構想の推進
・発電施設の導入
・ペレットストーブの普及
・ペレットストーブ・ボイラーの導入

� �
� � �

・森林整備の推進
・森林認証林の拡大
・地域材の利用促進
・ペレットストーブの購入
・バイオマストイレの整備

� � � �

・木屑焚きボイラーの導入
・園芸ハウスの実証設置

（３）平成16年７月25日　広報すみた
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世田米保育園児のおどり17:15
よさこいソーラン（世小４年）35
開会式50
鼓笛バンド（世小６年）18:00
鳴瀬太鼓10
よさこいソーラン（世中全校）25
みちのくよさこい（月華蘭）40
道中おどり　～一部～50
餅まき・菓子まき大会19:30
五葉山火縄銃鉄砲隊演武35
道中おどり　～二部～55
花火大会20:40

※歩行者天国は17:00～21:30
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受付開始15:00８／28（土）
キャンプファイヤー点火19:00
天体観望会20:00
起床・清掃7:00　　29（日）

�������

※イベント内容は、ただいま鋭意検討中です！
　よって、変更になる場合もあります

������������
��������	
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○例年のような「コンサート」や「多数の売店」は
　ありません
○参加申込される方は、電話・FAXなどにより
　������に氏名、参加人数をお知らせください
○貸し出し用のテント（有料）もあります
○会場では、直接地面で火を使うことはできません
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（
平
成
十
六
年
度
〜
十
八
年
度
）

　

事
業
の
成
果
を
的
確
に
把
握
す
る

効
果
の
測
定
や
評
価
の
手
法
を
作
成

し
ま
す
。
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（
平
成
十
六
年
度
）

　

工
場
か
ら
出
る
廃
材
の
処
理
と
乾

燥
施
設
や
施
設
内
の
暖
房
と
し
て
熱

を
利
用
す
る
た
め
、
木
工
団
地
に
導

入
す
る
木
屑
焚
き
ボ
イ
ラ
ー
の
整
備

に
対
し
て
町
が
補
助
し
ま
す
。

　

な
お
、
将
来
的
に
は
そ
の
熱
を
園

芸
ハ
ウ
ス
で
利
用
す
る
と
と
も
に
、

高
齢
作
業
者
な
ど
の
た
め
の
入
浴
施

設
を
整
備
し
、
生
き
が
い
対
策
へ
の

貢
献
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
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�
（
平
成
十
六
年
度
〜
十
八
年
度
）

　

町
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
所
で
木
質

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
購
入
す
る
際
、

購
入
費
の
一
部
を
町
が
補
助
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	（

平
成
十
七
年
度
）

　

木
工
団
地
内
の
各
工
場
の
電
気
を

ま
か
な
う
た
め
に
、
平
成
十
六
年
度

に
整
備
し
た
木
屑
焚
き
ボ
イ
ラ
ー
に

発
電
施
設
を
整
備
し
、
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
を
削
減
し
ま
す
。
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（
平
成
十
七
年
度
）

　

木
屑
焚
き
ボ
イ
ラ
ー
か
ら
発
生
す

る
熱
を
園
芸
ハ
ウ
ス
に
利
用
す
る
た

め
の
実
証
試
験
施
設
の
配
管
部
分
に

対
し
て
町
が
補
助
し
ま
す
。
実
証
結

果
を
踏
ま
え
て
、
近
隣
の
ハ
ウ
ス
へ

熱
を
供
給
し
、
灯
油
ボ
イ
ラ
ー
か
ら

切
り
替
え
ま
す
。

　

ハ
ウ
ス
内
に
は
、
立
っ
た
ま
ま
作

業
で
き
る
ベ
ン
チ
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

の
栽
培
設
備
を
導
入
し
て
、
高
齢
者

の
雇
用
創
出
や
生
き
が
い
対
策
へ
の

貢
献
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
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（
平
成
十
八
年
度
）

　

森
林
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
（
遊
林

ラ
ン
ド
種
山
）
に
風
呂
を
沸
か
す
た

め
の
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
を
導

入
し
、
灯
油
ボ
イ
ラ
ー
か
ら
切
り
替

え
ま
す
。

�
�
�
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�
�
�
　

企
画
財
政
課
企

　

画
係　
�
　

―
２
１
１
４（
直
通
）

46

　

産
業
振
興
課
森
林
施
策
推
進
室　

　
�
　

―
３
８
６
１（
直
通
）

46

�

（右）ペレットストーブを購入する際の
町からの補助金を予定しています
（下）ペレットストーブやペレットボイ
ラーが普及すると、本町のペレット消
費量も増え、経済効果が期待されます



広報すみた　平成16年７月25日（４）
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「おらだぢのまちづくり
情報」では、町民の皆さん
のまちづくり・地域づく
りへの取り組みをお知ら
せしています。お問い合
わせは、企画財政課地区
振興室（�46－2114）まで
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五
葉
地
域
づ
く
り
委
員
会
（
紺
野

寿
美
会
長
）
で
は
、
七
月
四
日
に
宮

城
県
志
津
川
町
に
あ
る
「
校
舎
の
宿

さ
ん
さ
ん
館
」
へ
の
視
察
研
修
を
行

い
、
地
域
住
民
、
担
当
職
員
ら
五
十

八
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
館
は
、
廃
校
の
校
舎
を
利
用
し

て
、宿
泊
や
食
堂
、体
験
学
習
ス
ペ
ー

ス
を
備
え
た
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

拠
点
施
設
と
し
て
、
今
全
国
か
ら
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
施
設
の
内
部
を
見
学
し

た
後
、
旧 
林

際
 小
学
校
運
営
事
業

は
や
し
ぎ
わ

組
合
の
菅
原
達
夫
副
組
合
長
か
ら
発

菅原副組合長の話を聞く参加者

足
す
る
ま
で
の
経
緯
や
苦
労
話
な
ど

の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
は
活
発
な

質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
で
は
、
今
回
の
視
察
で

学
ん
で
き
た
こ
と
を
基
に
、
同
地
区

公
民
館
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
さ
ら

に
検
討
を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
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せ
た
ま
い
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

（
佐
々
木
義
郎
会
長
）
は
、
六
月
二
十

七
日
に
川
向
の
河
川
公
園
周
辺
の
草

刈
り
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は

地
域
住
民
、
担
当
職
員
ら
約
五
十
人

が
参
加
。
昭
和
橋
か
ら
清
水
橋
ま
で

の
間
、
約
八
百
㍍
に
わ
た
っ
て
、
持

ち
寄
っ
た
機
械
や
カ
マ
で
雑
草
を
刈

り
払
い
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
で
、
今

回
が
三
回
目
。
今
年
は
河
川
公
園
整

備
の
具
体
案
に
つ
い
て
も
検
討
を
進

め
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

作
業
に
汗
す
る
地
域
の
皆
さ
ん
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七
月
十
二
日
、
若
者
の
意
見
を
直
接
多
田
町
長
に�
ぶ
つ
け
る�
懇
談
会

「
話
す
っ
こ
す
っ
ぺ
」（
町
長
に
物
申
す
）
が
農
林
会
館
談
話
室
で
開
催
さ
れ
、

活
発
な
意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
要
望
が
あ
れ
ば
随
時
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
日
は
町
内
の
男
女
合
わ
せ
て

五
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
若
者
か
ら

の
意
見
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

と
同
時
に
、
行
政
に
つ
い
て
も
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
の
が
ね
ら
い
。

　

質
問
の
口
火
を
切
っ
た
の
は
「
森

林
林
業
日
本
一
の
意
味
」
を
問
う
も

の
。
こ
れ
に
対
し
多
田
町
長
は
「
ど

こ
に
い
っ
て
も
住
田
と
い
え
ば
林
業

と
説
明
で
き
る
よ
う
な
町
の
顔
を
作

る
の
が
目
的
」
と
そ
の
方
向
性
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
関
し
、

別
の
一
人
が
「
農
業
な
ど
他
の
分
野

が
取
り
残
さ
れ
る
の
で
は
」
と
問
う

と
「
今
後
は
こ
れ
ま
で
の�
金
太
郎

飴�
の
よ
う
な
行
政
で
は
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
が
特
徴
を
も
っ
た
地
域
づ
く

り
が
必
要
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
れ

和やかな雰囲気で懇談しました

が
農
業
や
福
祉
を
捨
て
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
子
ど
も
を
持
つ
女
性
か

ら
「
児
童
保
育
施
設
を
設
置
し
て
ほ

し
い
」
と
の
要
望
に
は
「
元
気
で
『
何

か
役
に
立
ち
た
い
』
と
思
っ
て
い
る

お
年
寄
り
が
た
く
さ
ん
い
る
。
こ
う

い
っ
た
高
齢
者
の
協
力
を
い
た
だ
く

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
私
も
児
童

保
育
は
必
要
と
思
う
」
と
積
極
的
な

考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　
「
な
ぜ
若
い
人
は
住
田
に
帰
っ
て

こ
な
い
の
か
。
帰
っ
て
き
た
く
て
も

働
く
場
所
が
な
い
の
で
は
な
い
か
」

と
の
考
え
に
は
「
職
場
が
あ
っ
て
も

次
に
返
っ
て
く
る
言
葉
は
『
自
分
に

合
わ
な
い
』。職
場
が
で
き
る
の
を
待

つ
の
で
は
な
く
、
自
分
に
あ
っ
た
職

場
を
立
ち
上
げ
て
み
て
は
」
と
、
逆

に
提
案
す
る
場
面
も
。

　

中
に
は
「
今
の
日
本
の
一
番
の
課

題
は
」
と
い
う
、
広
い
視
野
か
ら
の

質
問
あ
り
、
多
田
町
長
は
「
一
番
は

『
人
口
問
題
』
で
、
年
金
や
イ
ラ
ク
問

題
よ
り
も
重
要
だ
と
思
う
」
と
自
身

の
考
え
を
述
べ
ま
し
た
。
さ
ら
に
懇

談
の
締
め
く
く
り
に
は
「
未
婚
の
方

に
は
早
く
結
婚
し
て
い
た
だ
き
、
た

く
さ
ん
子
ど
も
を
も
う
け
て
ほ
し

い
」
と
、
町
の
少
子
化
対
策
に�
協

力�
を
求
め
ま
し
た
。

（５）平成16年７月25日　広報すみた
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七
月
七
日
、
世
田
米
駅
の
バ
ス
待

合
所
を
利
用
し
た
産
直
「
ふ
れ
あ
い

館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
世
田
米
商
店
会（
村
上
栄

輝
会
長
）に
よ
る
も
の
で
、商
店
街
の

活
性
化
を
ね
ら
い
、
九
月
末
ま
で
毎

週
水
曜
日
に
開
店
す
る
も
の
。
初
日

の
こ
の
日
は
種
山
ヶ
原
直
売
組
合
の

新
鮮
野
菜
や
加
盟
店
の
商
品
な
ど
が

販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
を
祝
い
、花
泉
町
の「
餅

つ
き
隊
」に
よ
っ
て
あ
ん
こ
餅
や
納

豆
餅
な
ど
が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。
世

田
米
保
育
園
児
も
駆
け
つ
け
、
ほ
お

ば
る
と
「
お
い
し
い
」
と
ニ
ッ
コ
リ
。

　

こ
の
日
店
頭
に
立
っ
た
高
橋
こ
づ

え
さ
ん
＝
世
田
米
駅
＝
は
「
今
後
は

百
円
均
一
な
ど
販
売
を
工
夫
し
た

い
」
と
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
る
様

子
で
し
た
。

新鮮な野菜やお菓子などが並ぶ店内

�
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七
月
二
十
五
日
、「
住
田
い
町
・
産

直
市
」
実
行
委
員
会
（
菊
池
孝
委
員

長
）
に
よ
る
「
産
直
市
」
が
世
田
米

バ
イ
パ
ス
沿
い
の
ス
パ
ー
住
田
店
駐

車
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
種
山
ヶ

原
、
赤
羽
根
の
両
直
売
組
合
、
菓
子

工
房
ひ
ま
わ
り
、
あ
ぐ
り
工
房
、
住

田
観
光
開
発
、
気
仙
地
方
森
林
組
合

の
六
団
体
が
軒
を
連
ね
ま
し
た
。

　

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
大
根
、
キ
ュ
ウ

リ
、
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
の
採
れ
た
て
野

菜
や
手
作
り
菓
子
な
ど
が
並
べ
ら
れ
、

午
前
十
時
に
開
店
。
真
夏
日
の
猛
暑

の
中
、
海
水
浴
に
向
か
う
観
光
客
ら

が
立
ち
寄
り
、
豊
富
な
品
揃
え
の
店

内
で
は
次
々
と
商
品
を
買
い
求
め
る

姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

八
月
八
日
に
第
二
回
を
予
定
し
て

お
り
、
今
年
は
こ
の
ほ
か
一
回
開
催

す
る
予
定
で
す
。

採れたて野菜など品揃えは豊富

　

無
限
会
社
「
天
・
地
・
人
」（
佐
々
木

信
一
社
長
）の
定
期
総
会
が
七
月
九

日
、
松
嶋
家
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
々
木
社
長
は
冒
頭
の
あ
い
さ
つ

で
、
昨
年
町
内
五
地
区
で
開
催
し
た

町
民
と
の
意
見
交
換
会
に
触
れ「『
天

地
人
は
住
田
の
地
域
お
こ
し
に
必

要
』
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
」
と

説
明
。
天
地
人
を
存
続
し
、
よ
り
地

域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
目
指
し
、
現

役
員
が
「
新
た
な
メ
ン
バ
ー
を
支
援

す
る
」
方
針
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
議
事
に
入
り
、
二
〇
〇
三

年
度
の
事
業
報
告
と
収
支
決
算
を
承

認
。
二
〇
〇
四
年
度
は
あ
い
さ
つ
で

述
べ
た
方
針
に
、「
期
限
を
今
年
度
内

と
し
新
た
な
組
織
が
始
動
し
な
け
れ

ば
解
散
」
と
い
う
条
件
を
つ
け
提
案

し
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
や
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
が
最
終
的
に

�
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�
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総会には役員や株主約二十人が出席

は
こ
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

「
す
た
ー
う
お
っ
ち
ん
ぐ
」
は
、
す
で

に
有
志
に
よ
り
実
行
委
員
会（
佐
々

木
毅
委
員
長
）が
組
織
さ
れ
、規
模
を

縮
小
し
て
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
資
金
に
つ

い
て
質
問
が
出
る
と
、
ふ
る
さ
と
創

生
資
金
は
使
わ
ず
、
実
行
委
員
会
が

独
自
に
調
達
す
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
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六
月
二
十
三
日
、
東
北
電
力
㈱
大

船
渡
営
業
所
（
小
野
寺
正
信
所
長
）

と
㈱
ユ
ア
テ
ッ
ク
大
船
渡
営
業
所

（
志
田
武
所
長
）か
ら
本
町
に
十
基
の

防
犯
灯
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
両
営

業
所
か
ら
の
寄
贈
は
今
回
を
含
め
二

百
十
四
基
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
要
望
の
状
況
な
ど
か
ら
設

寄贈を受ける多田町長（右）
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置
場
所
を
決
め
、
本
年
度
中
に
工
事

を
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

世
田
米
地
区
防
犯
協
会
（
佐
藤
義

一
会
長
）
は
七
月
二
十
三
日
、
世
田

米
小
学
校
に
全
校
児
童
分
の
百
八
十

二
個
、
世
田
米
中
学
校
に
は
一
年
生

分
の
三
十
二
個
の
防
犯
ブ
ザ
ー
を
寄

贈
し
ま
し
た
。
小
学
校
へ
の
寄
贈
は

今
年
が
初
め
て
で
、
中
沢
悠
々
老
人

ク
ラ
ブ
（
瀬
川
冨
雄
会
長
）
か
ら
五

十
個
の
防
犯
ブ
ザ
ー
が
同
協
会
に
寄

贈
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
実
現

し
た
も
の
。

　

こ
の
う
ち
世
田
米
中
学
校
で
は
、

学
級
会
長
の
横
澤
秀
一
君
が
代
表
し

て
受
領
し
、「
持
ち
歩
く
よ
う
呼
び
か

け
て
安
全
に
登
下
校
し
た
い
」
と
お

礼
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

佐
藤
会
長
は
「
常
に
携
帯
し
て
安

全
に
登
下
校
し
て
ほ
し
い
。
こ
れ
か

ら
も
地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち

を
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

子どもたちを危険から守ります
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農
業
委
員
は
、
優
良
農
地
の
確
保

と
そ
の
有
効
利
用
、
農
業
の
担
い
手

確
保
や
育
成
な
ど
、
農
業
者
や
集
落

の
声
を
と
ら
え
地
域
の
実
態
に
即
し

た
農
業
振
興
が
図
れ
る
よ
う
地
域
の

世
話
役
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
農
業
委
員
は
十
九
人
で
、

内
訳
は
選
挙
に
よ
る
委
員
が
十
六
人
、

推
薦
に
よ
る
委
員
が
三
人
で
す
。

　

今
日
、
農
家
・
農
地
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
や
議
会
議
員
の
定
数
が
削

減
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
委

員
自
ら
が
定
数
を
削
減
す
る
方
向
で
、

昨
年
六
月
か
ら
検
討
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

的
に
見
て
き
ま
し
た
。
会
議
で
は
削

減
人
数
を
「
二
人
く
ら
い
」「
二
〜
三

人
」
と
す
る
発
言
が
多
数
を
占
め
ま

し
た
。

　

昨
年
十
二
月
に
は
農
林
業
振
興
会

長
会
議
で
、
今
年
三
月
に
は
農
林
業

振
興
会
長
・
転
作
営
農
推
進
員
合
同

会
議
、
町
議
会
全
員
協
議
会
で
そ
れ

ぞ
れ
検
討
内
容
を
報
告
し
、
意
見
な

ど
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大

半
が
「
や
む
を
え
な
い
」
と
い
っ
た

意
見
で
、
反
対
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

三
月
二
十
六
日
の
第
六
回
農
業
委

員
定
数
見
直
し
検
討
会
で
「
選
挙
に

よ
る
委
員
十
六
人
」
を
「
十
三
人
」

と
し
、
こ
れ
に
「
推
薦
に
よ
る
三
人
」

を
合
わ
せ
た
十
六
人
と
す
る
こ
と
を

申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
六
月
定
例
議
会
に

お
い
て
「
住
田
町
農
業
委
員
会
の
選

挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
に
関
す
る
条
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こ
れ
ま
で
農
業
委
員
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
お
い
て
地
道
な
活
動
を

し
て
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
上
有

住
両
向
地
区
の
「
あ
や
め
園
」、
恵
山

地
区
の
「
花
と
香
り
の
里
恵
山
」、
坂

本
地
区
の
「
赤
羽
根
直
売
所
」
の
運

営
な
ど
に
地
元
農
業
委
員
の
熱
心
な

活
動
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
運
動
と
し
て
定
着
し

て
い
る
新
生
活
運
動
は
、
昭
和
五
十

七
年
か
ら
始
ま
り
今
年
で
二
十
二
年

目
を
迎
え
ま
す
が
、
当
初
は
農
業
委

員
の
皆
さ
ん
が
地
域
の
方
々
の
理
解

と
協
力
を
得
る
た
め
、
各
地
域
に
お

い
て
熱
心
な
働
き
か
け
を
し
て
き
ま

し
た
。

　

後
継
者
不
足
や
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
に
よ
り
耕
さ
れ
な
い
農
地
が
増

え
つ
つ
あ
り
、
地
域
の
実
情
を
把
握

し
て
い
る
農
業
委
員
一
人
ひ
と
り
の

役
割
が
よ
り
一
層
増
大
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
現
地
の
実
態
調
査
や
視

察
研
修
、
学
習
会
や
意
見
交
換
会
な

ど
を
通
じ
て
、
こ
う
し
た
地
域
課
題

へ
の
対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。

���
���
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多田町長（左）から辞令を受け取る隊員
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県
内
に
お
け
る
市
町
村
ご
と
の
農

業
委
員
数
、
農
地
面
積
、
農
業
者
数

な
ど
に
つ
い
て
比
較
検
討
を
行
い
、

県
内
に
お
け
る
本
町
の
状
況
を
客
観
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例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
が
議

決
さ
れ
、
来
年
七
月
に
行
わ
れ
る
農

業
委
員
の
一
般
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

住所　氏　　名

上日向佐　藤　國　雄

世田米駅村　上　武　也

五合畑熊　谷　利　幸

竹の原紺　野　恒　雄

二反田水　野　有　記

向川口菊　池　義　勝

八日町佐々木　慶　逸

和　山佐々木　初　雄�新 

新　切吉　田　正　平�新 

中　上高　橋　利　典�新 
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七
月
五
日
、
農
林
会
館
多
目
的

ホ
ー
ル
に
お
い
て
町
交
通
指
導
隊
員

に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
関
係
者
合
わ
せ
て
二
十

人
が
出
席
。
多
田
町
長
か
ら
一
人
ひ

と
り
に
辞
令
が
手
渡
さ
れ
る
と
「
町

の
交
通
安
全
の
最
前
線
に
立
っ

て
ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
こ
の
後
、
新
し
く

隊
長
に
任
命
さ
れ
た
佐
藤
國
雄

さ
ん
が
「
安
全
で
住
み
よ
い
町

に
す
る
た
め
努
力
し
ま
す
」
と

決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

任
命
さ
れ
た
隊
員
は
下
の
表

の
と
お
り
。（
任
期
二
年
）
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第
二
十
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

は
七
月
十
一
日
に
投
票
日
を
迎
え
、

町
内
十
九
ヵ
所
の
投
票
所
で
投
票
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
本
町
の
投
票
率
は

岩
手
県
選
出
議
員
選
挙
が
六
九
・
八

四
％（
前
回
比
一
・
八
七
ポ
イ
ン
ト

減
）、比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
が
六

九
・
八
一
％（
前
回
比
一
・
八
九
ポ
イ

ン
ト
減
）と
、ど
ち
ら
も
七
〇
％
を
切

る
率
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
今
回
が
初
め
て
と
な
る

期
日
前
投
票
は
、
男
女
合
わ
せ
て
二

百
四
十
六
人
が
利
用
。
不
在
者
投
票

者
数
と
の
合
計
が
二
百
九
十
八
人
で
、

前
回
の
不
在
者
投
票
者
数
二
百
四
十

二
人
（
小
選
挙
区
）
に
比
べ
五
十
六

人
増
加
し
ま
し
た
。

期日前投票の様子

（７）平成16年７月25日　広報すみた
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町
で
は
、
世
田
米
・
下
有
住
・
八

日
町
の
三
つ
の
水
道
施
設
に
よ
り
、

皆
さ
ん
に
安
全
で
安
心
な
水
を
供
給

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
四
年
度
の
水
道
事
業
に
要

し
た
経
費
は
、
約
一
億
八
千
万
円
で
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町
議
会
臨
時
会
が
、
七
月
二
十
八
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。
学
校
給
食
共
同
調

理
場
の
改
築
に
伴
う
請
負
工
事
契
約
の
締
結
や
、
補
正
予
算
な
ど
三
つ
の
案
件

を
審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�

▼
平
成
十
六
年
度
住
田
町
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
三
号
）

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
七
千
三
百

五
万
九
千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総

額
が
四
十
一
億
五
千
二
百
七
万
六
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
環
境
と
経
済

の
好
循
環
モ
デ
ル
事
業
交
付
金
と
し

て
三
千
七
百
万
円
、
同
事
業
委
託
金

と
し
て
七
百
四
十
万
円
、
今
年
五
月

末
を
も
っ
て
閉
鎖
し
た�
ク
イ
ン

テ
ッ
ト
か
ら
の
一
般
寄
付
金
（
全
額

を
地
域
活
性
化
基
金
と
し
て
積
立
）

と
し
て
千
五
百
万
円
が
増
額
と
な
り

ま
し
た
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
木
屑

焚
き
ボ
イ
ラ
ー
等
整
備
事
業
補
助
金

と
し
て
五
千
二
百
三
十
五
万
円
、
森

林
林
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
や
事

業
評
価
手
法
の
作
成
な
ど
の
業
務
委

託
料
と
し
て
二
百
六
十
万
円
、森
林
・

林
業
日
本
一
の
町
づ
く
り
推
進
委
員

会
の
運
営
経
費
と
し
て
百
四
十
万
千

円
が
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

�
�
�
�

▼
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
改
築
と

機
械
設
備
の
工
事
の
請
負
契
約
に
関

す
る
議
決

　

建
物
改
築
の
契
約
金
額
が
八
千
百

三
十
七
万
五
千
円
、
機
械
設
備
工
事

の
契
約
金
額
が
一
億
四
百
七
十
九
万

円
で
そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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�
�
�
�
�
�
�新しい給食センターの建設予定地である旧たばこ収納所

（小府金）は、現在解体工事が進んでいます

支出180,155千円－収入120,506千円＝59,646千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　（町の負担額）
○町民一人当たりの負担額
　59,646千円÷7,237人≒8.2千円

す
。（
表
１
）
こ
の
経
費
か
ら
収
入
約

一
億
二
千
百
万
円
（
表
２
）
を
差
し

引
い
た
約
六
千
万
円
を
町
が
負
担
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
を
町
民
一
人
当
た
り
で
換
算

す
る
と
、
約
八
千
二
百
円
を
負
担
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

7,237人人口（Ａ）

4,370人計画給水人口（Ｂ）

3,502人現在給水人口（Ｃ）

48.4％（Ｃ）/（Ａ）×100普
及
率 80.1％（Ｃ）/（Ｂ）×100

��―収入

摘　　　要金　額項　目

61,026水道料収入

17,064国庫補助金

35,600借入金

前年度繰越金、基金利子など6,816その他

120,506合　計

（単位：千円）

摘　　　要金　額項　目

8,315人件費

施設の維持にかかる経費設備16,688維持管理費

八日町簡易水道施設整備工事53,842建設費

水道施設整備基金積立金3,461積立金

水道施設整備の借金返済97,849借金返済

180,155合　計

��―支出 （単位：千円）

��―水道の普及率

※人口は平成14年3月31日現在

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

二
回
目
と
な
る
今
回
は
、「
簡
易
水
道
」
の
運
営
に
か
か
る
収
支
決
算
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

平
成
十
四
年
四
月
一
日
時
点
で
、

給
水
し
て
い
る
人
口
は
三
千
五
百
二

人
で
、
全
人
口
に
占
め
る
割
合
は
四

八
・
四
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
３
）

利
用
者
一
人
当
た
り
の
経
費
に
換
算

す
る
と
年
間
約
五
万
千
円
か
か
っ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
町

の
負
担
は
約
一
万
七
千
円
と
な
り
ま

す
。



広報すみた　平成1６年７月25日（８）
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七
月
九
日
、
種
山
ヶ
原
の
「
せ
せ

ら
ぎ
の
広
場
」
に
お
い
て
、
東
山
町

在
住
の
星
鴉
宮（
ほ
し
が
ら
す
・
み

や
）さ
ん
に
よ
る
宮
沢
賢
治
の
童
話

『
ど
ん
ぐ
り
と
山
ね
こ
』の
一
人
芝
居

が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

観
客
は
世
田
米
保
育
園
の
園
児
や

大
股
、
五
葉
の
高
齢
者
教
室
の
お
年

寄
り
な
ど
約
百
二
十
人
。

　

賢
治
が
愛
し
た
種
山
ヶ
原
が�
舞

台�
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
木
々
に

囲
ま
れ
た
会
場
は
ム
ー
ド
満
点
。
人

星鴉さんの巧みな演技を食い入るように見つめていました

形
や
小
道
具
な
ど
を
操
り
、
役
に

よ
っ
て
声
色
を
変
え
る
な
ど
の
巧
み

な
演
技
に
、
皆
釘
付
け
の
様
子
で
し

た
。

　

幕
が
閉
じ
る
と
会
場
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
、「
面
白
か
っ
た
」

な
ど
の
声
も
上
が
り
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
こ
の
後
、
同
広
場
で

持
参
し
た
お
弁
当
を
広
げ
昼
食
。
お

年
寄
り
た
ち
は
大
股
地
区
公
民
館
に

移
動
し
て
、
昼
食
を
食
べ
な
が
ら
互

い
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

�����
�����

　

七
月
十
八
日
、
県
消
防
協
会
気
仙

地
区
支
部
（
支
部
長
・
鎌
田
和
昭
大

船
渡
市
消
防
団
長
）
の
消
防
操
法
競

技
会
が
世
田
米
小
学
校
校
庭
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

気
仙
地
区
二
市
二
町
か
ら
十
四

チ
ー
ム
が
出
場
。
本
町
か
ら
は
自
動

車
ポ
ン
プ
の
部
と
小
型
ポ
ン
プ
の
部

合
わ
せ
て
三
つ
の
部
が
参
加
。
順
位

こ
そ
振
る
わ
な
か
っ
た
も
の
の
、
こ

れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発

揮
し
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
、
分
団
や
部
の

方
々
に
は
長
期
間
に
わ
た
る
練
習
、

大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

野球で汗を流し、暑い夏を乗り切りましょう

　

住
田
町
ナ
イ
タ
ー
野
球
協
会（
小

松
久
平
会
長
）の
第
十
九
回
ナ
イ

タ
ー
リ
ー
グ
が
、
七
月
一
日
に
開
幕
。

今
年
は
一
般
の
部
に
七
チ
ー
ム
、
Ｏ

Ｂ
の
部
に
五
チ
ー
ム
が
参
加
。
九
月

中
旬
ま
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る

予
定
で
す
。
出
場
チ
ー
ム
は
次
の
と

お
り
。

【
一
般
の
部
】

▽
あ
ぶ
さ
ん
▽
大
股
体
育
協
会

▽
バ
ッ
カ
ス
▽
有
住
キ
ン
グ
ス
▽
獣

王
会
S
u
m
i
t
a
。
▽
両
向
の
ん

べ
〜
ず
▽
み
ち
の
く
タ
イ
ガ
ー
ス

【
Ｏ
Ｂ
の
部
】

▽
下
在
Ｏ
Ｂ
▽
曙
Ｏ
Ｂ
▽
大
股
体
協

Ｏ
Ｂ
▽
上
有
住
Ｏ
Ｂ
▽
愛
宕
Ｏ
Ｂ

������
����

蒸し暑い中、真剣な表情で操作

（９）平成１６年７月25日　広報すみた

珍しい話題などがあり
ましたら総務課行政係
へご連絡を。
　��2112（直通）
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Ｊ
Ｒ
釜
石
線
沿
線
活
性
化
委
員

会
（
会
長
・
小
沢
和
夫
釜
石
市
長
）

は
、
七
月
二
十
六
日
、
二
十
七
日

に
、三
年
ぶ
り
と
な
る「
Ｓ
Ｌ
銀
河

ド
リ
ー
ム
号
」を
運
行
し
ま
し
た
。

　

上
有
住
駅
に
は
乗
客
や
カ
メ
ラ

マ
ン
な
ど
が
多
数
訪
れ
、
中
に
は

到
着
前
か
ら「
早
く
乗
り
た
ー
い
」

と
は
し
ゃ
ぎ
回
る
子
ど
も
の
姿
も
。

ホ
ー
ム
に
到
着
す
る
と
一
斉
に
カ

メ
ラ
や
ビ
デ
オ
に
そ
の
姿
を
お
さ

め
、
黒
光
り
し
た
勇
姿
を
満
喫
し

て
い
ま
し
た
。

ＳＬからはものすごい蒸気と黒煙が

�������
���

　

七
月
十
八
日
、
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
（
水
野
英
哉
会
長
）
が

草
刈
り
の
奉
仕
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
毎
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

日
と
設
定
し
て
い
る
海
の
日
に
、
町

民
に
呼
び
か
け
な
が
ら
町
内
の
環
境

整
備
活
動
な
ど
を
実
施
。
今
年
は
八

日
町
農
村
公
園
周
辺
の
草
刈
り
を
行

い
、
約
四
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

蒸
し
暑
さ
の
中
、
大
き
く
伸
び
た

草
を
機
械
な
ど
で
刈
り
取
り
、
そ
れ

を
運
搬
す
る
な
ど
、
参
加
者
は
額
か

ら
大
粒
の
汗
を
流
し
な
が
ら
作
業
し

ま
し
た
。

（右）こ ん な に
あった草が ･･･
（下）こんなにき
れいに

�����
�����

全員で「さんさ」を踊り交流を深めました

　

住
田
高
校
は
七
月
五
日
、
盛
岡

市
の
青
山
養
護
学
校
（
藤
澤
清
喜

校
長
）
の
高
等
部
生
徒
と
の
交
流

会
を
開
き
、
互
い
の
学
校
紹
介
や

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
披
露
な
ど
で
、

交
流
し
ま
し
た
。

　

青
山
養
護
学
校
で
は
、
毎
年
県

内
各
地
で
宿
泊
研
修
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
際
研
修
先
に
あ
る
普
通

高
校
の
生
徒
と
交
流
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
今
年
は
県
立
高
田
松
原

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
で
宿
泊
す
る

た
め
、
そ
の
途
中
に
あ
る
住
田
高

校
を
訪
れ
た
も
の
で
す
。

　

住
田
高
校
か
ら
は
生
徒
会
長
の

吉
田
忠
弘
さ
ん
が
「
め
っ
た
に
な

い
機
会
で
す
の
で
、
お
互
い
の
理

解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
楽
し
く
交

流
し
ま
し
ょ
う
」
と
歓
迎
。
青
山

養
護
学
校
か
ら
は
お
土
産
に
手
作

り
の
ク
ッ
キ
ー
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
住
田
高

校
が
「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」、
青

山
養
護
学
校
が
「
さ
ん
さ
太
鼓
」

を
そ
れ
ぞ
れ
披
露
し
ま
し
た
。

　

住
高
生
は
さ
ん
さ
の
手
踊
り
に

挑
戦
。
大
き
な
輪
を
作
り
、
慣
れ

な
い
な
が
ら
も
楽
し
そ
う
に
踊
っ

て
い
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
青
山
養
護
学
校
生
は

住
高
生
に
見
送
ら
れ
宿
泊
先
へ
向

か
い
ま
し
た
。
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県
は
、
本
町
に
建
設
を
予
定
し
て
い
る
津
付
ダ
ム
の
計
画
変
更
に
伴
う
「
気

仙
川
水
系
河
川
整
備
計
画
」（
平
成
十
二
年
策
定
）の
見
直
し
に
あ
た
り
、学
識
経

験
者
や
地
域
住
民
か
ら
広
く
意
見
を
聴
く
た
め
「
気
仙
川
流
域
懇
談
会
」
を
四

月
二
十
八
日
に
設
置
。
四
回
に
わ
た
り
会
合
が
開
か
れ
、
気
仙
川
流
域
の
今
後

の
整
備
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

七
月
十
二
日
の
最
終
会
合
で
は
、
委
員
か
ら
の
意
見
な
ど
を
基
に
「
意
見
書
」

を
ま
と
め
ま
し
た
。

�
六
月
二
十
五
日
、
第
三
回
会
合
の
様

子
（
ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
高
勘
）

�
�
�

　

委
員
は
学
識
経
験
者
や
流
域
の
住

民
な
ど
二
十
一
人
で
構
成
し
、
会
長

は
井
田 
齋 
・
北
里
大
水
産
学
部
教
授
。

ひ
と
し

本
町
か
ら
は
気
仙
川
を
き
れ
い
に
す

る
会
の
泉
秀
雄
会
長
や
公
募
の
吉
田

洋
一
さ
ん
ら
七
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
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次
の
六
項
目
に
わ
た
る
意
見
書
を

ま
と
め
ま
し
た
。（
概
要
を
掲
載
）
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七
十
年
に
一
回
程
度
発
生
す
る
洪

水
に
対
応
す
る
河
川
整
備
が
必
要
だ

が
、
時
間
的
・
費
用
的
な
面
か
ら
今

後
二
十
年
程
度
で
の
治
水
施
設
整
備

を
目
標
と
し
、
三
十
年
に
一
回
程
度

発
生
す
る
洪
水
に
対
応
し
た
河
川
整

備
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。

　

流
域
の
利
水
状
況
や
水
生
動
植
物

の
現
状
を
再
調
査
し
た
結
果
か
ら
、

河
川
環
境
の
保
全
の
た
め
ダ
ム
に
よ

る
容
量
の
確
保
は
必
要
な
い
と
判
断

さ
れ
る
。

�
�
�
�
�
�
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河
川
改
修
や
ダ
ム
、
内
水
対
策
な

ど
の
治
水
施
設
の
整
備
を
着
実
に
進

め
る
と
と
も
に
、
避
難
経
路
の
確
保

な
ど
の
ソ
フ
ト
対
策
が
必
要
。

　

ま
た
、
流
域
の
保
全
の
た
め
、
山

林
な
ど
の
適
切
な
管
理
が
必
要
。

�
�
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既
得
農
業
用
水
の
安
定
的
な
取
水

や
水
生
動
植
物
の
生
育
・
生
息
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

渇
水
時
の
情
報
共
有
に
務
め
る
こ
と
。
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河
川
改
修
や
ダ
ム
建
設
で
は
、
周

辺
環
境
の
改
変
の
最
小
化
に
努
め
、

適
切
な
保
全
措
置
が
必
要
。

　

防
災
・
環
境
の
重
要
性
を
流
域
住

民
に
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
。
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河
川
環
境
の
保
全
に
住
民
参
加
を

促
す
た
め
の
効
果
的
な
方
策
な
ど
に

つ
い
て
調
査
研
究
が
必
要
。

　

ダ
ム
な
ど
の
治
水
施
設
は
適
切
な

管
理
に
努
め
る
こ
と

�
�
�
�
�

　

河
川
改
修
や
ダ
ム
事
業
を
行
う
に

あ
た
っ
て
は
、
情
報
公
開
を
積
極
的

に
行
い
、
地
域
住
民
の
意
見
が
反
映

さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

　

次
の
少
数
意
見
に
対
し
理
解
が
得

ら
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

①
洪
水
の
実
態
調
査
と
効
果
的
な
治

　

水
対
策
の
検
討

②
ダ
ム
建
設
は
環
境
へ
の
影
響
が
懸

　

念
さ
れ
る

③
ダ
ム
の
放
流
口
に
流
木
な
ど
が
詰

　

ま
る
可
能
性
が
あ
り
そ
の
対
応

④
魚
道
な
ど
の
設
置

�
�
�
�
�
�

　

県
で
は
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
十
一

月
こ
ろ
ま
で
に
新
し
い
河
川
整
備
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

ア
ユ
漁
解
禁
の
七
月
一
日
に
は
、

多
く
の
太
公
望
た
ち
が
早
朝
か
ら
気

仙
川
に
竿
を
連
ね
、
久
々
の
感
触
を

楽
し
み
ま
し
た
。
全
く
釣
れ
な
い
人

や
数
時
間
で
三
十
匹
ほ
ど
を
釣
り
上

げ
る
人
な
ど
、
釣
果
は
さ
ま
ざ
ま
。

今
年
も
釣
り
人
た
ち
の
熱
い�
戦
い�

が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

七
月
一
日
ア
ユ
漁
解
禁

前日は泊り込む人の姿も多く見受け
られました（写真は昭和橋付近）

�
�
�
�
�
�
�
�
	

上
小
で
体
験
学
習

　

七
月
二
十
一
日
、
上
有
住
小
学
校

の
三
―
六
年
生
五
十
二
人
が
、
ヤ
マ

メ
の
稚
魚
約
三
千
匹
を
気
仙
川
に
放

流
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
県
内
水
面
漁
協
連
合
会

（
島
川
良
彦
会
長
）
が
、
川
の
環
境
保

護
に
つ
い
て
学
習
し
て
も
ら
お
う
と

主
催
し
た
も
の
。
は
じ
め
に
県
内
水

面
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
、

ヤ
マ
メ
な
ど
の
魚
が
住
み
や
す
い
川

の
条
件
な
ど
に
つ
い
て
講
話
し
ま
し

た
。

　

こ
の
後
児
童
た
ち
は
神
渡
橋
付
近

の
川
原
に
移
動
し
稚
魚
を
放
流
。
前

日
雨
が
降
っ
た
た
め
川
の
水
量
が
増

し
て
い
た
こ
と
か
ら
「
川
の
流
れ
に

目
を
回
さ
な
い
で
ね
」
と
優
し
く
言

葉
を
か
け
、
小
さ
な
ヤ
マ
メ
た
ち
を

見
送
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
気
仙
川
漁
協
（
佐
藤
啓
一

組
合
長
）
の
組
合
員
ら
の
指
導
で
ヤ

マ
メ
釣
り
の
体
験
も
。
児
童
た
ち
は

順
番
に
竿
を
握
り
、
楽
し
く
体
験
し

ま
し
た
。

（上）ヤマメの稚魚を放流す
る児童たち
（下）ヤマメ釣り体験の様子

（１１）平成16年７月25日　広報すみた
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今
年
新
た
に
町
交
通
指
導
隊
の
隊
長

に
任
命
さ
れ
た
佐
藤
國
雄
さ
ん
。
こ
れ

ま
で
二
十
二
年
間
に
わ
た
り
隊
員
を
務

め
て
き
た
大
ベ
テ
ラ
ン
で
す
。

　
「
三
十
五
年
も
務
め
た
前
隊
長
の
佐

藤
泰
二
さ
ん
に
は
か
な
わ
な
い
が
・・・
」

と
謙
虚
な
姿
勢
を
見
せ
な
が
ら
も
、
辞

令
交
付
式
で
は
声
高
く
決
意
表
明
を
し
、

意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

普
段
は
鉄
工
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す

が
、
や
は
り
常
日
ご
ろ
か
ら
道
路
を
走

る
車
や
自
転
車
が
気
に
な
る
と
の
こ
と
。

「
道
路
交
通
法
を
し
っ
か
り
守
っ
て
い

れ
ば
事
故
は
起
き
な
い
は
ず
な
の
に
」

と
、
事
故
の
多
さ
を
嘆
い
て
い
ま
し
た
。

　

趣
味
は
最
近
始
め
た
盆
栽
と
、
毎
日

の
晩
酌
。
帰
宅
し
て
か
ら
の
焼
酎
は
欠

か
せ
な
い
と
か
。

　
「
身
長
は
小
さ
く
て
も
隊
長
だ
よ
。今

は
百
五
十
八
㌢
、
ま
だ
ま
だ
伸
び
盛
り

だ
か
ら
」
と
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
一
面
も

の
ぞ
か
せ
て
い
ま
し
た
。

������　６月号の11ページ「がんばってます」の世田米バレー
ボールスポーツ少年団は、「本町から初の県大会出場」ではなく「本
町で初の気仙地区大会優勝」の誤りでした。訂正してお詫びします。
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さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
の
主
な
結

果
を
お
伝
え
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
（
七
月
三
日
・
四
日
、
北
上
市
）

【
男
子
】

　

▽
共
通
四
百
㍍　

①
高
橋
佑
輔

（
有
住
）　

秒　

（
予
選
で
出
し
た　

５２

３９

４９

秒　

は
県
中
学
校
新
、
大
会
新
）

９４
【
女
子
】

　

▽
共
通
二
百
㍍　

②
高
橋
陽（
世

田
米
）　

秒　
２７

２０

　

▽
二
年
百
㍍　

②
高
橋
陽（
世
田

米
）　

秒　
１３

４３

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

（
七
月
十
七
日
〜
十
九
日
、
盛
岡
市
）

【
男
子
】

　

▽
共
通
四
百
㍍　

①
高
橋
佑
輔

（
有
住
）　

秒　

＝
大
会
新

５０

４９

　

▽
走
り
幅
跳
び　

③
今
野
文
弥

（
世
田
米
）５
㍍　
８２

【
女
子
】

　

▽
２
、
３
年
砲
丸
投
げ
②
多
田
碧

里（
有
住
）　

㍍　
１１

４２
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

（
六
月
二
十
六
日
・
二
十
七
日
、
水
沢
市
）

【
女
子
の
部
】

　

▽
二
回
戦

世 
田 
米 
２
―
０ 
柏 　
 
台

　

▽
三
回
戦

世 
田 
米 
２
―
０ 
胆 　
 
沢

　

▽
準
々
決
勝

世 
田 
米 
２
―
１ 
雫 　
 
石

　

▽
準
決
勝

下 
長 
山 
２
―
０ 
世 
田 
米
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�
�
	


�
�


�

�
�
�
（
六
月
二
十
七
日
、
町
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

　

▽
準
決
勝

下 　
 
在 
２
―
０ 
天 　
 
嶽

川 　
 
口 
２
―
１ 
中 　
 
沢

　

▽
決
勝

川 　
 
口 
２
―
０ 
下 　
 
在

　

①
川
口
②
下
在
③
天
嶽
、
中
沢
⑤

東
峰
、
愛
宕
⑦
恵
山
、
両
向

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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（
七
月
十
一
日
、
運
動
公
園
野
球
場
）

　

▽
リ
ー
グ
戦

世 
田 
米 　

―
０ 
上 
有 
住

１０

世 
田 
米 　

―
０ 
下 
有 
住

１６

上 
有 
住 
６
―
６ 
下 
有 
住

　

①
世
田
米
②
上
有
住
③
下
有
住

（
世
田
米
が
県
学
童
軟
式
野
球
大
会
、

上
有
住
が
三
陸
海
岸
野
球
大
会
に
そ

れ
ぞ
れ
出
場
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�

（
六
月
二
十
七
日
、運
動
公
園
野
球
場
）

　

▽
リ
ー
グ
戦

曙
Ｏ
Ｂ 
３
―
３ 
上
有
住
ク
ラ
ブ

上
有
住
ク
ラ
ブ 
２
―
１ 
大
股
体
協
Ｏ
Ｂ

大
股
体
協
Ｏ
Ｂ 
５
―
１ 
曙
Ｏ
Ｂ

　

①
上
有
住
ク
ラ
ブ
＝
県
大
会
出
場

②
大
股
体
協
Ｏ
Ｂ
③
曙
Ｏ
Ｂ

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
（
七
月
十
五
日
〜
）

　

▽
一
回
戦
（
県
営
野
球
場
）

住 　
 
田 
３
―
２ 
盛 
岡 
農

（
延
長
十
一
回
）

　

▽
二
回
戦
（
一
関
球
場
）

住 　
 
田 
５
―
０ 
遠
野
情
報

　

▽
三
回
戦
（
雫
石
球
場
）

住 　
 
田 
４
―
３ 
岩 
谷 
堂

　

▽
四
回
戦
（
県
営
野
球
場
）

住 　
 
田 
０
―
７ 
専
大
北
上

（
七
回
コ
ー
ル
ド
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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熱戦の様子

�
�
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�
�
��
��

�
盛
岡
農
戦
、
十
一
回
裏
住
田
一
死
三

塁
、
国
井（
２
年
）の
中
前
打
で
サ
ヨ
ナ

ラ
勝
ち
を
収
め
、
喜
ぶ
住
高
ナ
イ
ン

�
���
�
�
�
�
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�
�



広報すみた　平成16年７月25日（１２）

�������
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��������制度の一部が改正されます。

��������

①重度心身障害者の対象者に、重度の知的障害
　者（療育手帳Ａ所持者）が新たに追加されます。
②重度心身障害者や妊産婦、そして母子家庭に
　も新たに受給者負担が導入されます。自己負
　担は、基本的に入院の場合一月5,000円、外来
　の場合一月1,500円です。ただし、乳幼児は、
　子育て支援の一環として町独自で３歳以上一
　医療機関あたり入院外来ともに一月500円と
　なります。
　　なお、受給者または監護者が市町村民税非
　課税者の場合や、３歳未満児は自己負担があ
　りません。
※詳しくは右の表１をご覧ください

��������

　　受給者証の交付は、例年どおり８月１日を
　基準日として前年の所得状況から対象者を把
　握し、該当者に受給者証を交付します。
　　ただし、今回の制度改正に伴い、10月１日
　を基準日として再度対象者の認定をします。
　　��������	
��
�������
��������	
��
���������

��������	
��
��������

����

��������	
��
��������	
��

　この制度は、原則、扶養義務者のない低所得
のひとり暮らし老人に対し、医療費の一部を助
成しているものです。この制度を公平に運用す
るために、８月１日から受給者の資格を見直し
ます。
����

　・老人保健法などで医療費助成の対象になら
　　ない方
　・低所得（老齢福祉年金の受給対象者で年額
　　が1,595千円以下）の65歳から69歳までの方
　・原則、ひとり暮らしである方
�������

　・受給者の医療費自己負担が、老人保健法な
　　どによる医療費負担（原則１割）と同等にな
　　るよう助成
�������

�右の表２をご覧ください

資格の有無

見直し後現行具　体　例

○○全く身寄りがない

原　則

×○他市町村に居住

扶養義務者が
いる

××同じ市町村に居住

×○６ヶ月以上
出稼ぎ

××６ヶ月未満

×○
同じ市町村内に居住
地理的条件、交通事情から
養護が困難扶養義務者が

いる
例　外

××
他市町村に居住
ただし、容易に養護できる
状態にある

×○６ヶ月以上
入院

扶養義務者が
いる

その他
××６ヶ月未満

××高齢者夫婦世帯

○○高齢者夫婦世帯で一方が施設入所

○―
すべての扶養義務者が生
活保護受給者
（居住地は問わない）

扶養義務者が
いる

新　規

10月１日以降現在
①身障手帳１・２級
②特別児童扶養手当
　１級
③障害基礎年金１級
��������	
�����������⇒

①身障手帳１・２級
②特別児童扶養手当
　１級
③障害基礎年金１級

受　給
対象者

重度心身
障害者

����������	
���������	

���������
��������	

なし

自己負担

（変更なし）

⇒

就学前まで受　給
対象者

乳幼児
��以上一医療機関
あたり入院・外来とも
に500円／月
���������
���未満児はなし

２歳以上一医療機関
あたり入院・外来とも
に500円／月
２歳未満児は免除

自己負担

（変更なし）

⇒

妊娠５ヵ月から出産
日の翌月末日までの
妊産婦

受　給
対象者

妊産婦 ����������	
���������	

���������
���

なし

自己負担

（変更なし）

⇒

①配偶者のない女子
　とその者の扶養を
　受けている18歳未
　満の児童
②父母のない18歳未
　満の児童

受　給
対象者

母　子

����������	
���������	

���������
��������	

なし

自己負担

���

���

�������
　保健福祉課国保医療係　�46―3862（直通）

�������
　保健福祉課国保医療係　�46―3862（直通）

�����������������

（１３）平成16年７月25日　広報すみた
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�������　中央公民館図書室
　�46―2111（内線333）
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草薙　厚子

　神戸児童連続殺傷事件から七年、
少年Ａがついに仮退院した。
　医療少年院で行われた極秘の
贖罪（しょくざい）教育・矯正教育
を初めて明かす衝撃のリポート！

���������
��������

石原　結實

　クスリを一切使
わない内臓強化法
を病状・病気別に
説明。テレビにも
出演している著者
の話題の一冊です。

�����
��������	
���


　平成16年３月31日まで児童手当などを受給してい
た方は、手続きは必要ありません。４月分以降も引き
続き支給されます。
　これ以外の方で受給資格がある場合は、認定請求
または額改定認定請求が必要です。

���������������������������������������������

　なぞなぞしなが
ら料理をしちゃう。
ばばばあちゃんの
楽しい絵本。

����������	�
��������

���������

さとう　わきこ・作
佐々木　志乃・協力

　児童手当制度が拡充され、支給対象年齢が、義務
教育就学前（６歳到達後最初の年度末）までから、小
学校第３学年修了前（９歳到達後最初の年度末）まで
になりました。
���������	
��
���������

��������	
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��

　なお、この改正による新規請求などは、平成16年
９月30日まで受け付けたものに限り、特例的に４月
１日（または支給要件に該当した日）にさかのぼって
支給されます。

��������	
��
��

�����　　９月６日（月）　13:00～
�����　　保健福祉センター
�����　　療育手帳、施設利用、支援日障害程度
　　　　　　　区分、その他
�����　　８月16日（月）
��������	
��
　　保健福祉課福祉係　�46―3862（直通）

�����は
��������	
���
���です
　毎年８月15日は、先の大戦において亡くなられ
た方々を追悼し平和を祈念するため、「戦没者を追
悼し平和を記念する日」になっています。
　この日は正午にサイレンを鳴らしますので、職
場または家庭において黙とう（１分間）をお願い
いたします。
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　児童手当などを受給していない方は認定請求、す
でに就学前児童について受給している方は額改定請
求などが必要です。

※所得が一定額以上の場合、支給されない場合があ
　ります。

�������　保健福祉課福祉係�46―3862（直通）
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自由研究や工作の本のほか、全国
や県の課題図書などを展示してい
ます。期間は��������まで。

���
��������	
����

���������	�
��

　です。
お気軽にご参加ください。

を開催しています。

��������	
契　約　業　者契　約　額工事名など

㈱住田ブロック
建設7,875,000旧日本たばこ産業倉庫解

体工事

�野呂工業3,864,000町道高瀬十文字線ほか舗装
修繕工事

�山崎工業1,428,000町道赤羽根峠線ほか路面維持
補修工事

�吉田工務店81,375,000学校給食共同調理場改築
工事

遠野新高電気㈱43,890,000学校給食共同調理場電気
設備工事

㈱佐賀組104,790,000学校給食共同調理場機械
設備工事
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広報すみた　平成16年７月25日（１４）
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　は工事に向けて遺跡調査と用地
　補償交渉を進めています。
③一般国道340号線―川口地区に
　おいて、道路幅の拡幅・急カー
　ブの解消を目的とした道路改良
　工事を行っています。
④一般県道釜石住田線―中埣地区
　の道路改良工事は本年度で完了
　予定です。
���������������

　　一般国道340号線葉山地区の
　歩道設置工事を６月から行って
　います。
�������　大船渡地方振興
　局土木部　�27―9919

　夏場気温が上昇すると死亡牛の
腐敗が進み、ＢＳＥ検査で正しい
判定が下されない可能性がありま
す。不幸にして牛（満24ヶ月齢以
上）が死亡した際は、速やかに次
の検査場所まで搬送してください。
����　東北油化㈱（江刺市稲
　瀬字佐野　�0197―35―5022）
�������　岩手県県南家畜
　保健衛生所　�0197―23―3531

　警察では、８月中県内の各警察
署に「家出人・行方不明者を捜す相
談所」を開設して毎日相談に応じ

　国民年金の加入期間中に、病気
や失業などにより収入が減少し、
どうしても保険料が納められなく
なったときには保険料の免除制度
をご利用ください。
　なお、前年の所得を確認するた
め、毎年申請が必要です。本年度
一年間の免除申請の受付は８月末
日までです。
�������　町民生活課住民
　環境係　�46―2113（直通）

　町は、下記のとおり人権相談所
を開設します。人権の侵害やいじ
めの問題などでお悩みの方はお気
軽にご相談ください。
����　８月20日（金）
　　　　　10:00～15:00
����　役場上有住支所
�������　町民生活課
　�46―2113（直通）

　夏休み中は花火遊びや川などで
水遊びする機会が増えます。住田
分署では注意を呼びかけています。
○花火を人や家に向けないこと
○風の強いときは、花火遊びをし
　ないこと
○たくさんの花火に、一度に火を
　つけないこと
○川の流れの速いところ、深いと
　ころには行かないこと
○大人と一緒に遊ぶこと

　大船渡地方振興局土木部が実施
している本年度の主な事業を紹介
します。（今回は道路関係のみ）
�������

①一般国道107号線―小股地区の
　改良工事は本年度完了予定です。
　引き続き、荷沢峠の堆雪帯設置
　工事に必要な調査を進めます。
②一般国道397号線―高屋敷工区

ています。このうち大船渡警察署
では、全国の資料を準備して次の
とおり特別相談日を開設します。
����　８月11日（水）
　　　　　10:00～15:00
����　大船渡警察署中会議�
�������　大船渡警察署　
　�26―0110（内線275、392）

　学校で、子どもたちがいろいろ
な活動に取り組んでいる様子を見
学してみませんか。
����　授業参観（小学部・中学
　部・高等部）
����　８月23日（月）～27日（金）
�������　県立気仙養護学
　校　�27―8500

����　８月22日（日）
　　　　　９月12日（日）
����　県立高田松原野外活動センター
����　小学４年生以上、一般
����　30人（先着）
����　カヤックの基本操作と応用
����　高校生以下910円
　　　　　一般1,360円
　　　　　傷害保険100円（希望者のみ）
��������	
��

　県立高田松原野外活動センター
　�54―5115

��������	
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　世田米小学校では、夏休み中に児童たちが作った作品を校内に展示し、
一般の方々に公開します。この期間中は、授業も全学級公開しますので、
ぜひご覧ください。

����　　８月23日（月）～26日（木）　9:00～18:00
����　　視聴覚室など
�������　世田米小学校　�46―3135

��������	
���

���

　��������のごみ収集は��となります。
　クリーンセンターへの持ち込みもできません。ご不便をおかけし
ますが、ご協力をお願いします。
　なお、８月14日（土）から16日（月）までの間は、ステーションにご
みを出さないようお願いします。
　８月17日（火）からは、平常どおりごみの収集などを行います。
※８月15日（日）は、午前９時から正午まで、クリーンセンターへの
家　庭ごみの持ち込みができます。
�������　大船渡地区クリーンセンター　�26―4739

���������	
�

��������	
��

　岩手県交通・陸前高田住田線は、８／13～16のお盆期間中、��
�����で運行しますのでご注意ください。
�������　岩手県交通大船渡営業所　�26―3730

（１５）平成16年７月25日　広報すみた

�������

���������

���������������

������ 　（　）内は前月比
平成16年６月末日現在

����������������

　男　　3,393�人（－６）
　女　　3,683�人（ー６）
���������������

�
（仏滅）

�
（大安）

��
（先負）

●町成人式
10:00～　�農 

��
（大安）

��
（先負）

●県野球協会長杯
学童新人大会町大
会�運 

��
（先勝）

●食改リーダー養
成講座③　9:30～
�保 

（先負）

●下小・世中２学
期始業式

��
（仏滅）

●上小・有中２学
期始業式

��
（大安）

●第16回県小学
生バレーボール選
手 権 大 会（～22
日）�ス 
●少年野球２部（中
学）新人戦町大会�運 

��
（赤口）

●町内通信水泳記
録会
●１才児・２才児
相談（１才児9:30
～、２才児13:00
～、�保 ）

��

●デイケア④
�保 　10:00～

�� ��

����
（赤口）

��
（先勝）

��
（仏滅）

（仏滅） （赤口） （先勝）

��

●森林組合デー
●リハビリ教室⑤
10:00～　�保 

●住高２学期始業式 ●世小２学期始業式

��

●消防お盆特別警
戒（～16日・20日）

（友引）

（先勝） （友引）

（友引）

�保 ＝保健福祉センター　�農 ＝農林会館　�運 ＝運動公園　�ス ＝生涯スポーツセンター
�上 ＝上有住地区公民館　�下 ＝下有住児童館　�基 ＝下有住基幹集落センター

（大安）

��������	
���
�������

��

����

●町長杯町民グラ
ウンドゴルフ大会
�運 

（友引）

●第24回町交通
安全ゲートボール
大会

●乳児相談
9:30～　�保 

�
（赤口）

●住田町夏祭り・
花火大会

�� ��
（先負）

��
（仏滅）

●有保・かぜっこ
広場③

●成分献血
11:00～　�保 

●育児支援事業
10:00～　�下 

●夏の町民総参加
河川清掃
●第18回バレー
ボールフェスティ
バル（オープンの
部）�ス 

����
（先勝） （友引） （先負）（大安）

�
（仏滅）

�
（先負）

●乳がん・子宮が
ん検診
9:00～10:30�上 
13:00～14:30�上 

●「道の日」記念
行事
●乳がん・子宮が
ん検診
9:00～10:30�基 
13:00～14:30�農 

●すみた荘夏祭り
18:30～
●乳がん・子宮が
ん検診
9:00～10:30�農 
13:00～14:30�農 

������������	
�������
▼統一標語「ふれあいと対話が築く明るい社会」
▼主　　催「社会を明るくする運動」住田町実施委員会

　青少年の非行は家庭や学校だけの問題ではなく、地域全体の問題
でもあり、地域ぐるみでの付き合いと対話が欠かせないことを訴え
ています。“おせっかい　おせわ　ときにはやさしく、やかましく”近
所の子をわが子同然にしかったり、世話をやいたりすることが、青
少年の非行防止にはとても大切です。

�������
　今年の緑の募金運動は、皆さま
のご協力により��������が寄せ
られました。環境緑化推進活動な
どに役立たせていただきます。
　ありがとうございました。




